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中東諸国通貨の取扱開始のお知らせ 

 
 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 
 
 さて、平成 20年 6月 23日（月） Deal Book において、中東諸国通貨の取扱いを開始いたしますので、
お知らせいたします。これにより Deal Bookで取引可能な通貨ペアは 128種類となりますが、GFTでは今
後も皆様の声にお応えし、更なるバージョン・アップをはじめとして業界最高水準の取引環境を提供し続け
るとのことであり、今後ともご愛顧いただきますようお願いいたします。 
 
【新たに取引可能となる通貨ペア】 
 

USD/AED ：米ドル / アラブ首長国連邦（UAE）・ディルハム 

USD/KWD ：米ドル / クウェート･ディナール） 
USD/SAR ：米ドル / サウジアラビア・リヤル 

 
 
 
【アラブ首長国連邦（UAE）の基本情報】 
 
1. 面積及び人口： 83,600平方キロメートル 449万人（2007年） 
2. 外交基本方針： （1）アラブ・イスラム諸国及び西側諸国等と穏健かつ協調的な外交を展開。 

（2）1981 年 5 月設立の GCC（湾岸協力理事会）を通じ、対サウジ外交を基軸と
した善隣外交を推進。 

（3）イラクに対して、イラク国民の窮状を救うための復興支援を積極的に行って
いる。 

3. 主要産業： 石油 
4．GDP 及び一人当たりの GDP： 1,9010億ドル 一人当たり 42,349ドル（2007年） 
5．GDP 成長率： 16.5%（2007年） 
6．物価上昇率： 9.3%（2006年） 
7．失業率： 3.0%（2004年） 
8．貿易総額： 輸出 1,495億ドル  輸入 861億ドル（2006年） 
9．主要貿易相手国（2006 年）： （1）輸出 日本 韓国 タイ インド イラン 

（2）輸入 アメリカ 中国 インド ドイツ 日本 
10．経済概要： 

 
（1）豊富な石油収入を背景に活発な対外投資を行っている。同時に石油モノカル

チャー経済からの脱却を図っており、製造業サービス部門の多様化に努めて

いる。 

（2）石油価格の上昇により、2007年 GDPは 16.5%成長、経常収支黒字はGDPの 21.5%、

海外からの輸入は 15.6%増、直接投資は 230 億ドル規模 

（3）ドバイは、商業・運輸のハブとして発展 
11.石油生産量： 279 万バレル/日 （2006 年） 
12.為替レート： USD/AED = 3.6725 （1997 年 11 月以来米ドルに連動） 
  



【クウェートの基本情報】 

 

1. 面積及び人口： 17,818平方キロメートル 299万人（2005年） 
2. 外交基本方針: 

 

 

（1）西側先進国との良好な関係を維持するとともに、GCC諸国との協力の推進、
アラブ諸国との連帯を外交の主要な柱とする。 

（2）1990年 8月のイラクの侵攻後、1991年 2月の開放を経て西側よりの外交政
策傾向が強まり、米（1991年 9月）、英（1992年 2月）、仏（1992年 8月）、
ロシア（1993年 11月）それぞれとの間で防衛取極めを締結。また、1995年
3月に中国との間で軍事協力に関する覚書に調印。 

（3）イラクの安定はクウェートの安定との認識の下、サダム・フセイン政権崩壊
後のイラクとの良好な関係構築を最重要課題としている。 

3. 主要産業： 石油 
4．GDP 及び一人当たりの GDP： 800億ドル 一人当たり 27,017ドル（2005年） 
5．実質経済成長率： 10.0%（2005年） 
6．消費者物価上昇率： 4.1%（2005年） 
7．失業率： 4.4%（2005年） 
8．貿易総額： 輸出 449億ドル  輸入 175億ドル（2006年） 
9．主要貿易相手国（2004 年）: 

 
（1）輸出 日本 韓国 アメリカ シンガポール オランダ 
（2）輸入 アメリカ ドイツ 日本 イギリス サウジアラビア 

10．経済概要: 

 
（1）経済構造は石油部門を中心とするモノカルチャー。国民の 94%が国家公務員又

は国営企業に勤める。 

（2）石油収入による国内工業化は石油関連部門に集中し、その豊富なオイルマネ

ーを海外の投資に向ける金融立国を指向するとともに、国内の失業率上昇等

を背景に産業の多角化を図っている。 

（3）産業多角化を目指して、外国資本投資法が 2001 年に可決。 

（4）2003 年のイラク戦争の終結とともに、イラクへの物流基地としての役割が復

活。 
11.石油生産量： 257.3 万バレル/日 （旧中立地帯生産量の 2分の 1を含む） 
12.為替レート： USD/KWD = 0.28818 （2006 年平均） 
 
 

 

【サウジアラビア王国の基本情報】 

 

1. 面積及び人口： 215万平方キロメートル 2,400万人 
2. 外交基本方針： 

 
（1）GCCの団結及びアラブ・イスラム諸国の結束強化、並びに欧米諸国との協力

強化を基本方針とする。 
（2）中東和平問題については、2002年、イスラエルの占領地の撤退と引き換えに

関係正常化するとの「アブドッラー提案」を提唱。2007年にはパレスチナ挙
国一致内閣樹立を目指すメッカ合意を成立させた。 

（3）イランの核問題については、この問題をめぐって地域が不安定化することを
危惧し、中東地域全体を非核地域とすることを主張。イラクとの関係では、

イラクの国民和解の実現、一体性の維持を呼びかけている。 
3. 主要産業： 石油、LPG、石油化学 
4．GDP 及び一人当たりの GDP： 3,479億米ドル 一人当たり 14,581ドル（2006年） 
5．GDP 長率： 12.4%（2006年） 
6．物価上昇率： 1.8%（2006年） 
7．失業率（男性）： 8.0%（2006年） 
8．貿易総額： 輸出 1,746億ドル  輸入 513億ドル（2005年） 
9．主要貿易相手国（2005 年） 

 
（1）輸出 日本 アメリカ 韓国 中国 
（2）輸入 アメリカ 中国 ドイツ 日本 



10．経済概要 

 
（1）サウジアラビアは、2,643 億バレルの確認原油埋蔵量を有し、その経済は石油

に依拠して発展してきた。 

（2）好調な石油収入を背景に、2006 年の GDP は名目、実質ともに引き続き高い伸

びを示し、775 億ドルの財政黒字を計上した。 
11.石油生産量： 1,085.9 万バレル （2007 年 BP 統計） 

12.為替レート USD/SAR = 3.75 （2006 年） 

  
※各国の基本情報については、すべて本邦外務省の公表資料を基に作成しています。 

※クウェートの為替レートは、公表資料に「1KD=3.47 米ドル」とされていたため、も$1 当りのレートに修正しています。 

 

以上 


